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午前8：30～11： 30まで（初診・土曜日は11： 00まで） ／ 午後1： 30～4：00まで
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています 11月号

　超高齢社会の中で、一人ひとりが元
気に健康な生活を維持するためには、
健康寿命を延ばすことが重要です。私
たちの身体は日々の食事によってでき
ており、毎日の生活習慣の積み重ねで、
今のあなた自身になります。
　厚生労働省の2023年人口動態統計に
よりますと、日本人の死因の第１位が

悪性新生物（がん）、第２位が心疾患、
第３位が老衰、第４位が脳血管疾患と
なっています（図１参照）。また、令和
４年度厚生労働省の資料では、2019年
日本における非感染性疾患の死亡のリ
スク要因をみてみると、高血圧・喫煙・
高血糖などの生活習慣と関係するもの
が上位となっています（図２参照）。

ドックセンターのご紹介

ドック・健診の役割

　ドックや健診は、日頃の生活習慣を
振り返る絶好の機会であり、検査結果
から生活習慣の改善に生かして病気の
発症を防ぎ、心身をよい状態に保つこ
と（一次予防）、隠れた病気を早期発見・
早期治療につなげ、重症化を防ぐこと
（二次予防）を目的としています。
　当院のドックセンターでは、人間ドッ
ク、脳ドック、各種健診（企業健診・
法定健診・特定健診）などを実施して
おり、医師、保健師、看護師、検査技
師などが連携して、検査から検査後の
フォローまでサポートしております。
１日の受け入れを少人数で実施してい
るので、ゆっくりと検査を受けて頂け、
検査当日に内科医による検査結果の説
明と生活習慣の改善指導を行っており
ます。食生活の改善が必要な方には管
理栄養士による食事指導の案内、喫煙
している方には禁煙外来の紹介などを
しています。
脳ドック・脳健診

　脳ドック・脳検診では、脳の断面像
を写し出すMRI検査、脳や頚部の動脈
を写し出すMRA検査、頚部超音波検査、
認知機能検査等を行います。当院は、
日本脳ドック学会が定める「脳ドック
のガイドライン」の基準を満たし、日
本脳ドック学会認定施設に認定されて
おります。群馬県で認定を取得してい
るのは６施設です。
　2023年度の１年間に当ドックセン
ターの脳MRI・MRA検査において見つ

かった無症候性疾患は、大脳白質病変
（45.5％）、脳動脈・頚動脈狭窄（13.6％）、
未破裂脳動脈瘤（3.6％）、無症候性脳
梗塞（1.8％）などで、受診された方の
６割以上に何らかの所見が認められま
した。
　破裂するとクモ膜下出血を起こす脳
動脈瘤、脳梗塞の原因となる内頸動脈
狭窄や不整脈（心房細動）、脳卒中や認
知症の危険因子である生活習慣病など
を無症状のうちに見つけて発症を未然
に防いだり、悪化させないように経過
観察や精査、治療が必要な場合には、
当院の脳神経外科、脳神経内科専門医
へ引き継ぎフォローしていきます。
　ご自身や大切な家族が安心して健や
かな生活を送れるように、年に１回は
ドックや健診を受け、健康状態をチェッ
クされることをお勧めします。来院さ
れる皆様にとって年に１回の大切な機
会に、気になることは少しでも解消し
てお帰りいただけるように丁寧な対応
を心がけています。オプションや精密
検査を受ける医療機関への紹介状や受
診の手順など、お気軽にご相談下さい。

保健師　髙橋 久美子
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図1：主な死因の構成割合（2023年） 図2：主なリスク要因別の関連死亡者数（2019年）
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医療の質に関する方針
１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．地域に必要とされる病院として「思いやり

の心」を大切にする
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診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）
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整形外科
午前
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正木　博（第3火曜は休診）
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（ 第3火曜日のみ、10:00まで）
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正木　博

佐藤　圭司（10:30まで） 
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午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 
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午後 乾　正幸
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歯科・口腔外科
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戸谷　麻衣子
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戸谷　麻衣子 
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福士　宙之



　超高齢社会の中で、一人ひとりが元
気に健康な生活を維持するためには、
健康寿命を延ばすことが重要です。私
たちの身体は日々の食事によってでき
ており、毎日の生活習慣の積み重ねで、
今のあなた自身になります。
　厚生労働省の2023年人口動態統計に
よりますと、日本人の死因の第１位が

悪性新生物（がん）、第２位が心疾患、
第３位が老衰、第４位が脳血管疾患と
なっています（図１参照）。また、令和
４年度厚生労働省の資料では、2019年
日本における非感染性疾患の死亡のリ
スク要因をみてみると、高血圧・喫煙・
高血糖などの生活習慣と関係するもの
が上位となっています（図２参照）。

ドック・健診の役割

　ドックや健診は、日頃の生活習慣を
振り返る絶好の機会であり、検査結果
から生活習慣の改善に生かして病気の
発症を防ぎ、心身をよい状態に保つこ
と（一次予防）、隠れた病気を早期発見・
早期治療につなげ、重症化を防ぐこと
（二次予防）を目的としています。
　当院のドックセンターでは、人間ドッ
ク、脳ドック、各種健診（企業健診・
法定健診・特定健診）などを実施して
おり、医師、保健師、看護師、検査技
師などが連携して、検査から検査後の
フォローまでサポートしております。
１日の受け入れを少人数で実施してい
るので、ゆっくりと検査を受けて頂け、
検査当日に内科医による検査結果の説
明と生活習慣の改善指導を行っており
ます。食生活の改善が必要な方には管
理栄養士による食事指導の案内、喫煙
している方には禁煙外来の紹介などを
しています。
脳ドック・脳健診

　脳ドック・脳検診では、脳の断面像
を写し出すMRI検査、脳や頚部の動脈
を写し出すMRA検査、頚部超音波検査、
認知機能検査等を行います。当院は、
日本脳ドック学会が定める「脳ドック
のガイドライン」の基準を満たし、日
本脳ドック学会認定施設に認定されて
おります。群馬県で認定を取得してい
るのは６施設です。
　2023年度の１年間に当ドックセン
ターの脳MRI・MRA検査において見つ

かった無症候性疾患は、大脳白質病変
（45.5％）、脳動脈・頚動脈狭窄（13.6％）、
未破裂脳動脈瘤（3.6％）、無症候性脳
梗塞（1.8％）などで、受診された方の
６割以上に何らかの所見が認められま
した。
　破裂するとクモ膜下出血を起こす脳
動脈瘤、脳梗塞の原因となる内頸動脈
狭窄や不整脈（心房細動）、脳卒中や認
知症の危険因子である生活習慣病など
を無症状のうちに見つけて発症を未然
に防いだり、悪化させないように経過
観察や精査、治療が必要な場合には、
当院の脳神経外科、脳神経内科専門医
へ引き継ぎフォローしていきます。
　ご自身や大切な家族が安心して健や
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花　名：ストック　花言葉：ふくよかな愛情
撮影者：松原信子様

前橋地域リハビリテーション広域支援センターより

リハビリ関連動画のご紹介

救急外来の受入について

救急患者紹介の際は下記連絡先まで直接ご連絡をお願いします。

脳卒中疑い →０２７－２１２－８６３９
　　　　　　 （脳卒中当番医師が対応）

その他疾患 →０２７－２１２－５６１５
　　　　　 （救急外来担当事務が対応）

運用時間：平日８：３０～１７：００まで、
第１・第３・第５土曜日は
　　　　　　　８：３０～１２：３０まで

※休診日や夜間の救急依頼は今まで通り、
　代表回線へご連絡をお願いします。

　病院代表 →０２７－２５３－３３１１

　当院ではリハビリや福祉用具・住宅改修についての相談・支援、地域リハビリテー
ション従事者への研修・講師の派遣などリハビリテーションに関わる全ての方々に対
して様々な活動をしています。
　活動の中で地域の方々に知っていただくことを目的に定期的にリハビリに関する動
画をユーチューブで配信しています。日常ではなかなか知ることができないリハビリ
専門職による豆知識や、知っておくと役立つことなど、
ぜひ生活にお役立てください。

　「前橋　地域リハビリ　ユーチューブ」
　　などで検索してみてください。

人間ドックのお問い合わせ・ご予約

（ドックセンター直通）

☎ ０２７－２５３－５１７４

検査内容、金額等につき
ましては、当院のホーム
ページ「人間ドック」を
ご参照ください。

2次元コードはこちら！

医療機関・施設へ
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認知機能検査等を行います。当院は、
日本脳ドック学会が定める「脳ドック
のガイドライン」の基準を満たし、日
本脳ドック学会認定施設に認定されて
おります。群馬県で認定を取得してい
るのは６施設です。
　2023年度の１年間に当ドックセン
ターの脳MRI・MRA検査において見つ

かった無症候性疾患は、大脳白質病変
（45.5％）、脳動脈・頚動脈狭窄（13.6％）、
未破裂脳動脈瘤（3.6％）、無症候性脳
梗塞（1.8％）などで、受診された方の
６割以上に何らかの所見が認められま
した。
　破裂するとクモ膜下出血を起こす脳
動脈瘤、脳梗塞の原因となる内頸動脈
狭窄や不整脈（心房細動）、脳卒中や認
知症の危険因子である生活習慣病など
を無症状のうちに見つけて発症を未然
に防いだり、悪化させないように経過
観察や精査、治療が必要な場合には、
当院の脳神経外科、脳神経内科専門医
へ引き継ぎフォローしていきます。
　ご自身や大切な家族が安心して健や
かな生活を送れるように、年に１回は
ドックや健診を受け、健康状態をチェッ
クされることをお勧めします。来院さ
れる皆様にとって年に１回の大切な機
会に、気になることは少しでも解消し
てお帰りいただけるように丁寧な対応
を心がけています。オプションや精密
検査を受ける医療機関への紹介状や受
診の手順など、お気軽にご相談下さい。

花　名：ストック　花言葉：ふくよかな愛情
撮影者：松原信子様

前橋地域リハビリテーション広域支援センターより

リハビリ関連動画のご紹介

救急外来の受入について

救急患者紹介の際は下記連絡先まで直接ご連絡をお願いします。

脳卒中疑い →０２７－２１２－８６３９
　　　　　　 （脳卒中当番医師が対応）

その他疾患 →０２７－２１２－５６１５
　　　　　 （救急外来担当事務が対応）

運用時間：平日８：３０～１７：００まで、
第１・第３・第５土曜日は
　　　　　　　８：３０～１２：３０まで

※休診日や夜間の救急依頼は今まで通り、
　代表回線へご連絡をお願いします。

　病院代表 →０２７－２５３－３３１１

　当院ではリハビリや福祉用具・住宅改修についての相談・支援、地域リハビリテー
ション従事者への研修・講師の派遣などリハビリテーションに関わる全ての方々に対
して様々な活動をしています。
　活動の中で地域の方々に知っていただくことを目的に定期的にリハビリに関する動
画をユーチューブで配信しています。日常ではなかなか知ることができないリハビリ
専門職による豆知識や、知っておくと役立つことなど、
ぜひ生活にお役立てください。

　「前橋　地域リハビリ　ユーチューブ」
　　などで検索してみてください。

人間ドックのお問い合わせ・ご予約

（ドックセンター直通）

☎ ０２７－２５３－５１７４

検査内容、金額等につき
ましては、当院のホーム
ページ「人間ドック」を
ご参照ください。

2次元コードはこちら！

医療機関・施設へ
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１．地域の人々の健康を守るための、
      研究と実践
２．疾病の予防と治療に役立つ看護、
      介護の推進
３．高齢社会における保健・医療・
　　福祉のネットワーク作り
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令和６年

公益財団法人 老年病研究所附属病院
〒３７１－０８４７  群馬県前橋市大友町３－２６－８　TEL ０２７－２５３－３３１１（代表）　FAX ０２７－２５２－７５７５（代表）

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ronenbyo.or.jp　ホームページアドレス https://www.ronenbyo-hospital.jp

地域医療福祉連携室・相談室
TEL ０２７－２５３－４１０８　FAX ０２７－２５３－４１３５

令和６年９月10日外 来 診 療 表

午前8：30～11： 30まで（初診・土曜日は11： 00まで） ／ 午後1： 30～4：00まで
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています 11月号

　超高齢社会の中で、一人ひとりが元
気に健康な生活を維持するためには、
健康寿命を延ばすことが重要です。私
たちの身体は日々の食事によってでき
ており、毎日の生活習慣の積み重ねで、
今のあなた自身になります。
　厚生労働省の2023年人口動態統計に
よりますと、日本人の死因の第１位が

悪性新生物（がん）、第２位が心疾患、
第３位が老衰、第４位が脳血管疾患と
なっています（図１参照）。また、令和
４年度厚生労働省の資料では、2019年
日本における非感染性疾患の死亡のリ
スク要因をみてみると、高血圧・喫煙・
高血糖などの生活習慣と関係するもの
が上位となっています（図２参照）。

ドックセンターのご紹介

ドック・健診の役割

　ドックや健診は、日頃の生活習慣を
振り返る絶好の機会であり、検査結果
から生活習慣の改善に生かして病気の
発症を防ぎ、心身をよい状態に保つこ
と（一次予防）、隠れた病気を早期発見・
早期治療につなげ、重症化を防ぐこと
（二次予防）を目的としています。
　当院のドックセンターでは、人間ドッ
ク、脳ドック、各種健診（企業健診・
法定健診・特定健診）などを実施して
おり、医師、保健師、看護師、検査技
師などが連携して、検査から検査後の
フォローまでサポートしております。
１日の受け入れを少人数で実施してい
るので、ゆっくりと検査を受けて頂け、
検査当日に内科医による検査結果の説
明と生活習慣の改善指導を行っており
ます。食生活の改善が必要な方には管
理栄養士による食事指導の案内、喫煙
している方には禁煙外来の紹介などを
しています。
脳ドック・脳健診

　脳ドック・脳検診では、脳の断面像
を写し出すMRI検査、脳や頚部の動脈
を写し出すMRA検査、頚部超音波検査、
認知機能検査等を行います。当院は、
日本脳ドック学会が定める「脳ドック
のガイドライン」の基準を満たし、日
本脳ドック学会認定施設に認定されて
おります。群馬県で認定を取得してい
るのは６施設です。
　2023年度の１年間に当ドックセン
ターの脳MRI・MRA検査において見つ

かった無症候性疾患は、大脳白質病変
（45.5％）、脳動脈・頚動脈狭窄（13.6％）、
未破裂脳動脈瘤（3.6％）、無症候性脳
梗塞（1.8％）などで、受診された方の
６割以上に何らかの所見が認められま
した。
　破裂するとクモ膜下出血を起こす脳
動脈瘤、脳梗塞の原因となる内頸動脈
狭窄や不整脈（心房細動）、脳卒中や認
知症の危険因子である生活習慣病など
を無症状のうちに見つけて発症を未然
に防いだり、悪化させないように経過
観察や精査、治療が必要な場合には、
当院の脳神経外科、脳神経内科専門医
へ引き継ぎフォローしていきます。
　ご自身や大切な家族が安心して健や
かな生活を送れるように、年に１回は
ドックや健診を受け、健康状態をチェッ
クされることをお勧めします。来院さ
れる皆様にとって年に１回の大切な機
会に、気になることは少しでも解消し
てお帰りいただけるように丁寧な対応
を心がけています。オプションや精密
検査を受ける医療機関への紹介状や受
診の手順など、お気軽にご相談下さい。

保健師　髙橋 久美子

次ページに続く
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図1：主な死因の構成割合（2023年） 図2：主なリスク要因別の関連死亡者数（2019年）
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医療の質に関する方針
１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．地域に必要とされる病院として「思いやり

の心」を大切にする
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診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）

勝山　彰
合田　史

高玉　真光 
勝山　彰 
直田　匡彦

小池　陽子（9:00～）

勝山　彰

高玉　真光（10:30まで） 
勝山　彰 
合田　史

午後 小池　陽子（14:00まで）

禁煙外来 午前 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

脳神経内科

午前 
岡本　幸市 
東海林　幹夫 
菅原　隆

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅
木部　朱理

岡本　幸市 
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5） 
石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）

甘利　雅邦
（完全予約制 14:00まで） 
菅原　隆 
木部　朱理

池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 バトゲレル　ナイダンフー 天野　晶夫 天野　晶夫 
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功 

2診：高玉　真
1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子 
2診：内藤　功

1診：高玉　真 
2診：宮本　直子

整形外科
午前

佐藤　圭司
加藤　良衛
工藤　明紀

島田　晴彦
正木　博（第3火曜は休診）

工藤　明紀
（ 第3火曜日のみ、10:00まで）

佐藤　圭司 
館野　勝彦 
正木　博

佐藤　圭司（10:30まで） 

加藤　良衛
工藤　明紀

館野　勝彦 
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1） 
島田　晴彦（第1、5） 
館野　勝彦（第3、5） 
加藤　良衛（第3） 
正木　博　 （第1、5）

工藤　明紀（第3）

午後 正木　博 館野　勝彦 加藤　良衛 島田　晴彦

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 

遠藤　朝美 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤（隔週） 高玉　篤

皮膚科 午前 西尾　麻由

泌尿器外来
午前 金子　裕生 一ノ瀬　義雄

午後 金子　裕生（15:00まで）

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 壁谷　建志

内視鏡
午前 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

リハビリテーション科 午後 神宮　俊哉

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5） 

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之


